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平成 23 年 10 月 11 日 

 

各 位 

 

東京都目黒区上目黒二丁目１番１号

株 式 会 社 ア ク ロ デ ィ ア

代 表 取 締 役 社 長 堤  純 也

(コード番号：3823 東証マザーズ)

問合せ先： 取締役副社長 國吉 芳夫

電話番号： (0 3 ) 5 7 6 8 - 8 6 0 0 (代 表 ) 

 

 

特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、下記のとおり特別損失の発生に伴い、平成 23 年３月 25 日公表の平成 23 年８月期の通

期業績予想を修正しましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

１．特別損失の計上について 

 当社が保有する有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復があると認められないものにつ

いて、平成 23 年８月期において減損処理による有価証券評価損を以下のとおり計上いたします。 
（１）平成 23 年８月期における有価証券評価損 

 単体 

(Ａ)平成 23年８月期第４四半期会計期間（平成 23年６月 1日から平成 23年８月 31日まで）

の投資有価証券評価損及び関係会社株式評価損の総額（＝イ－ロ） 
  141 百万円

 
(イ)平成 21 年８月期（平成 22 年９月１日から平成 23 年８月 31 日まで）の投資有価証券

評価損及び関係会社株式評価損の総額 
180 百万円

 
(ロ)直前四半期（平成 23 年８月期第３四半期）累計期間（平成 22 年９月１日から平成

23 年５月 31 日まで）の投資有価証券評価損及び関係会社株式評価損の総額 
38 百万円

 ※四半期における有価証券の評価方法は、切り放し法を採用しております。 

 ※当社の決算期末は、８月末日です。 

 
○純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合 

 単体 

(Ｂ)平成 22 年８月期末の純資産額   633 百万円

 （Ａ／Ｂ×１００） 22.3％ 

 （イ／Ｂ×１００） 28.4％ 

(Ｃ) 平成 22 年８月期の経常利益額（※1） 114 百万円

 （Ａ／Ｃ×１００） 123.7％ 

 （イ／Ｃ×１００） 157.4％ 
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(Ｄ) 平成 22 年８月期の当期純利益額（※2） 66 百万円

 （Ａ／Ｄ×１００） 212.4％ 

 （イ／Ｄ×１００） 270.3％ 

※1 単体の経常利益の額が、直近事業年度の売上高の２％の額に満たないため、直近５事業年度の 

平均額を記載しております。 

※2 単体の当期純利益の額が、直近事業年度の売上高の１％の額に満たないため、直近５事業年度 

の平均額を記載しております。 

 

 （２）貸倒引当金繰入額 
  当社子会社への融資に対して、貸倒引当金繰入額 111 百万円を計上いたします。 
 

２．今後の見通し 
 上記投資有価証券評価損、関係会社株式評価損及び貸倒引当金繰入額は、平成 23 年８月期決算

において特別損失として計上いたします。なお、当該関係会社株式評価損及び貸倒引当金繰入額に

ついては、連結上は消去されます。 

 平成 23 年 8 月期通期業績予想につきましては、下記の「３．平成 23 年８月期通期業績予想の

修正」をご参照ください。 
 
３．平成 23 年８月期通期業績予想の修正（平成 22 年９月 1 日～平成 23 年８月 31 日） 
  個別業績                                          （単位：百万円）        

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり当期純利益

（ 円 銭 ） 

前回発表予想 （A） 1,231 △370 △377 △579 △5,318.00

今回修正予想 （B） 1,196 △420 △425 △886 △8,025.74

増減額 （B-A） △34 △50 △47 △306 △2,704.74

増減率 （％） △2.8 ― ― ― ―

(ご参考)前期実績 
（平成22年８月期） 

2,257 △418 △399 △2,978 △33,799.25

 

  連結業績                                   （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり当期純利益

（ 円 銭 ） 

前回発表予想 （A） 2,140 △546 △660 △747 △6,862.23

今回修正予想 （B） 2,170 △610 △673 △804 △7,282.94

増減額 （B-A） 30 △64 △12 △56 △420.71

増減率 （％） 1.4 ― ― ― ―

(ご参考)前期実績 
（平成22年８月期） 

2,931 △850 △914 △2,192 △24,871.65

 

 

 

 

 



- 3 - 
 

４．修正の理由 

 個別業績につきましては、売上高は概ね計画通りに推移したものの前回予想に比べ 34 百万円下

回る見込みです。利益面につきましては、売上高の未達とスマートフォン向けサービス拡充による

運営コストの増加により営業利益が 50 百万円、経常利益が 47 百万円下回る見込みです。当期純

利益につきましては、上記「１．特別損失の計上について」のとおり平成 23 年８月期第４四半期

会計期間に有価証券評価損141 百万円、当社子会社に対する貸倒引当金繰入額111百万円に加え、

当社ヨーロッパ支社の閉鎖による事務所閉鎖損失 11 百万円等を特別損失として計上することから、

306 百万円下回る見込みです。 
 連結業績につきましては、上記個別業績の差異に加えて、Acrodea Korea, Inc.のミドルウェア事

業の売上が下回ったものの、株式会社 AMS が行う EC 事業が好調に推移し、前回予想に比べ 30
百万円上回る見込みです。利益面につきましては、Acrodea Korea, Inc.の売上未達により営業利益

は 64 百万円下回る見込みです。また、当期純利益は、株式会社 AMS において貸倒引当金繰入額

28 百万円、事業再編損失引当金繰入額 25 百万円、Acrodea Korea, Inc.においてソフトウェア償却

費 13 百万円等を計上することから、56 百万円下回る見込みです。 
以 上 


